【ビジネスプランの話し合った経過報告】
ビジネスプラン第2回目の話し合った内容は以下の手順で、自分たちのプランを考えた。

１．テーマ決め

　　第1回目で結局、決まることはなかったテーマ。今回は先週、調べてきた人工知能・

ロボットの資料をもとにして、テーマを決めた。夢のようなビジネスプランになるが　

…「人間により近い人工知能を持ったロボット」である。杉江くんと高辻くんが「ロ
ボットに関して、いろいろなことを調べていったが、今の技術では無理ではないか」
という意見にみんな、同意してくれて、まだまだ先の話になるかもしれないが、とり
あえず、みんなの共通していること“ロボットに人のココロを持たせる”ということ
を参考にして、このテーマが決まった。

２．具体的に中身について

　　テーマが決まったら、各項目について話し合っていった。

（１）テーマ：「人間により近い人工知能を持ったロボット」

　　　（内容）人を作るということは、生物学からも行われている。（例えば、クローン動

　　　　　　　物など）それを機械・ロボットによって行おうとする試みである。現在、ロボットにココロを持たせるということは、人類の夢であり、その研究が数多くのところで行われている。

（２）このテーマをやる動機は…

　　　現在、知能の分野に関しては、人工知能と人工無能と二つに大きく分かれている。
　　・人工知能－自分からいろんな動作を行うことを知っている人工知能
　　・人工無能－相手から与えられた指示しか動くことができない人工無能

　　　これらの人工分野について、共通していることがある。それは、プログラム通りにしか動くことができないということである。例えば、音声認識をあげると、人間が「おはよう」という声は元々、ロボットにこの人が話したら、こう話せというプログラムがある。また、杉江くんが夏休みの課題で調べてくれたチャットも同じシステムであった。（意外にほとんどのロボットがそのプログラムで動いている）

→　なので、ロボットの脳みそにあたる部分に言語理解などを組み込ませて、ロボットに“ココロ”を持たせたら、どうかとロボット班は考えた。

（３）では、このプログラムをもったロボットは具体的にあげてみると…（実際は、まだ

　　　実現はできてないが…そのことに研究している企業、大学など）

　　　・家庭で身近に扱うことができるパーソナルロボットを開発している企業

　　　・脳神経、人間工学などを研究している大学

　　　・ロボット産業に力を入れている大学　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　…などがあげられる。

　　　　

（４）どのような効果をもたらすのか??

　　　（強み）：①　今のロボットは単純な作業とその作業を早く行うことが得意だが、このプランがうまくいけば、ロボットに人間が持っている「とっさの行動・対応」能力をもたせることができる。

　　　　　　　②　いろいろな分野（例えば、家庭・災害・福祉）で対応させることができる。

　　　（弱み）：①　実際、このシステムができるかどうかは、まだまだ先の話になる。（今の技術では、無理であるということ）
　　　　　　　　　→　正直、これをいってしまうとこのプランの全否定になってしまう

　　　　　　　②　話が夢みたいになってしまい、あまり、説得性がないものとなっていまう。
　　　　　　　③　どうしても、ロボットに対する費用が莫大になってしまう。

　　　　　　　　　（例えば、パーソナルロボットだと１台２０万円など）
（５）解決策
　　　ここは、具体的な案が出なかった。
（６）今、できること
　　　ここは、話し合うことができなかった。
（７）コストの話
　　　私たちのプランでは、今の技術では実現することができていないので、具体的なコ

　　　ストを考えることは非常に難しいと考えた。実際、コストは研究費などで赤字が出

　　　るだけである。

（８）パワーポイントのそれぞれの役割分担

－【役割】－
aa　…テーマとまとめ

bb　…それができた時、どのような効果をもたらすか??
cc　…なぜ、それをやろうと考えたのか??
dd　…今できること

ee　…今の技術での比較
ff　…解決策
